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事業所ヒアリング調査先一覧（匿名加工） 
 

地域 都市規模 事業種別 法人格 開設時期
ヒアリング相手

の役職等
ヒアリング時期 ヒアリング方法

A 九州沖縄 地方都市 放デイ 株式会社 設立３年以内 代表者 １２月 オンライン

B 中部北陸 地方都市 放デイ NPO法人 ３年以上１０年未満 代表者 １月 オンライン

C 北海道東北 地方都市 放デイ 社会福祉法人 ３年以上１０年未満 事業責任者 １２月 対面/オンライン

D 四国中国 地方都市 センター 社会福祉法人 ３年以上１０年未満 事業責任者 １月 オンライン

E 中部北陸 地方都市 センター 社会福祉法人 ３年以上１０年未満 事業責任者 １月 オンライン

F 関東 大都市 センター 社会福祉法人 設立３年以内 事業責任者 １２月 オンライン

G 全国展開 大都市・地方都市 児発・放デイ 株式会社 ５年以上前より順次開設
事業責任者、研
修責任者

１１月 オンライン

H 全国展開 大都市・地方都市 多機能型 株式会社 ５年以上前より順次開設
事業責任者、研
修責任者

１１月 オンライン

I 近畿 地方都市 多機能型 株式会社 ３年以上１０年未満 代表者 １２月 オンライン

J 中国四国 地方都市 難聴児 社会福祉法人 設立１０年以上 事業責任者 １月 オンライン
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発支協発 第○○号 
２０２２年●月〇日 

○○ 様 
 

一般社団法人 
全国児童発達支援協議会 

                           会 長 加 藤 正 仁 
 

ヒアリング調査へのご協力のお願い 
 

拝啓 時下、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 
さて、本協議会は今年度「厚生労働省令和４年度障害者総合福祉推進事業 指定課

題 22 障害児通所支援における支援の質の評価に係る調査研究」を実施しておりま
す。 
本調査は、全国の障害児通所施設の支援の質を担保し、子どもとその家族に対して

よりよい支援を実現するために「支援の質」の検証と研修体系とキャリアアップの仕
組みの検討することを目的としております。 
本調査の一環として、今般、ヒアリング調査を実施することになりました。 
ついては、ぜひ貴事業所の取組についてお話を伺いたく、下記ヒアリング調査にご

協力くださいますよう、お願い申し上げます。 
敬具 

 
記 

 
１．調査内容 
別添ヒアリング調査項目の内容 

 
２．ヒアリング手法 

Zoom にて別添のヒアリング項目についてお伺いいたします。 
 
３．日時 
別途ご相談させていただきます。 

 
４．謝礼 
なし（報告書をお送りさせていただきます。） 
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５． 調査結果の活用方法 
調査を通じて得られた情報は、本事業の報告書（公表予定）に盛り込む予定です。 
 
ご多忙の折 誠に恐縮ですが、どうぞよろしくお願いいたします。 

 
【事業内容に関するお問い合わせ】 
一般社団法人 全国児童発達支援協議
会  
※推進事業 課題２２担当事務局※ 

 
 項目 

０ 基本情報 ※非公開情報  

  ヒアリング担当者  

  ヒアリング期日     

  事業者名 

  ヒアリング頂いた人の氏名 

  役職など 

  完成した報告書の送り先 

  報告書案（内容）の確認先（窓口） 

1 事業所情報 ※以下、公開情報 

  事業者の法人格 

  事業者の有する事業所数の概数 

  ヒアリングした事業所の所在する都道府県 

  事業所が開設して何年になりますか？ 

  センター？児発？放デイ？多機能？ 

  主な対象 

  支援内容の特徴 

1. 質のよい支援とは  

  
貴事業所における質の良い支援とはどういったものと考えますか。質の良い支
援ができている方は何ができている方ですか。質のよい支援をするために、何
が必要と考えますか。（例：経験年数、研修、センスなど） 

  経験の長さと「質の良い支援」は相関関係があると思いますか。 

  
経験年数と資格以外に、「質の良い支援」に影響する客観的な指標は考えられ
ますか。 

2-1 発達支援  

  貴事業所では発達支援としてどんなことを行っていますか。 
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  なぜその支援を行っていますか。支援で何を目指していますか。 

  貴事業所の発達支援はうまくいっていますか。 

  
（うまくいっている場合）うまくいっている要因・理由を教えてもらえます
か。 

  
発達支援においての課題（困ったことや難しいこと）はありますか。ある場
合、どんな課題ですか。 

  
（課題がある場合）課題を乗り越えるために何が必要ですか。事業所として工
夫していることがありますか。 

  
どういう職員（経験年数、職種等）が発達支援を担っていますか。どういう組
織・体制（職種間の連携、事業所間の連携、クラス、SV 等）で発達支援を行
っていますか。 

  
発達支援を行う人材育成のため、事業所としてどんな取り組みをしています
か。 

2-2 家族支援  

  

貴事業所では家族支援としてどんなことを行っていますか。次の①～⑤につい
て教えてください。 
①家族支援のプログラム（例ペアレントトレーニング）、②家族への心理的な
サポート、③移行期における保護者支援、④虐待リスクのアセスメント、⑤担
当しているお子さんの関係機関との連携 

  なぜその支援を行っていますか。支援で何を目指していますか。 

  貴事業所の家族支援はうまくいっていますか。 

  
（うまくいっている場合）うまくいっている要因・理由を教えてもらえます
か。 

  
家族支援においての課題（困ったことや難しいこと）はありますか。ある場
合、どんな課題ですか。 

  
（課題がある場合）課題を乗り越えるために何が必要ですか。事業所として工
夫していることがありますか。 

  
どういう職員（経験年数、職種等）が家族支援を担っていますか。どういう組
織・体制（職種間の連携、事業所間の連携、クラス、SV 等）で家族支援を行
っていますか。 

  
家族支援を行う人材育成のため、事業所としてどんな取り組みをしています
か。 

2-3 地域支援 

  

地域支援としてどんなことを行っていますか。次の①～③についてそれぞれ教
えてください。 
①関係機関（行政・医療・保健所・児童相談所等）との連携 
②移行先（保育所・幼稚園・学校・就労先等）への具体的な調整や情報の共有 
③地域の機関（他事業所や保育所等）へ訪問してスーパーバイズ 
④自立支援協議会や要対協との連携 

  なぜその支援を行っていますか。支援で何を目指していますか。 

  貴事業所の地域支援はうまくいっていますか。 

  
（うまくいっている場合）うまくいっている要因・理由を教えてもらえます
か。 
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地域支援においての課題（困ったことや難しいこと）はありますか。ある場
合、どんな課題ですか。 

  
（課題がある場合）課題を乗り越えるために何が必要ですか。事業所として工
夫していることがありますか。 

  
どういう職員（経験年数、職種等）が地域支援を担っていますか。どういう組
織・体制（職種間の連携、事業所間の連携、クラス、SV 等）で地域支援を行
っていますか。 

  
地域支援を行う人材育成のため、事業所としてどんな取り組みをしています
か。 

3 人材育成・体制整備  

  貴事業所の人材育成の体制・組織やシステム・体系について教えてください。 
  人材育成・研修・SV としてどういったことを行っていますか。 
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他分野の研修やキャリアアップの仕組みについて 
 

① 保育士 
保育士はすでに指定保育士養成施設などでの学習基盤があることに加えて、都道府

県主体の中堅保育士向け研修など、専門性を深める様々な取り組みが行われていた。
また処遇という観点からも質の向上に繋げられるよう、平成２８年６月に閣議決定さ
れた「ニッポン一億総活躍プラン」には保育士の処遇改善も含まれた。その後専門性
を深めることで処遇改善にも繋がるという相乗効果が生まれるよう、処遇改善と連動
したキャリアアップの仕組み（図 1）が話し合われ研修が組み立てられた。 
保育士のキャリアパスに係る研修体系等の構築に関する調査研究協力者会議の最終

取りまとめでは、保育士を子どもの保育や家庭での子育ての支援等に関する専門職と
して位置付けている。そして保育士には的確な子どもの理解、専門的知識・技術の向
上や倫理観に裏付けられた判断・対応が求められるとしている。この方針と同調査研
究協力者会議の提言に基づき、厚生労働省では保育現場で求められる専門的な対応を
６つ定め、各専門性に応じた分野別リーダー研修を組み立てた（表 1）。具体的には①
乳児保育、②幼児教育、③障害児保育、④食育・アレルギー対応、⑤保健衛生・安全
対策、⑥保護者支援・子育て支援である。またミドルリーダーの役割を担う保育士の
ためのマネジメントやリーダーシップに関する研修、実習経験の少ない保育士試験合
格者や潜在保育士のための保育実践研修も用意した。 
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図 1 保育士等（民間）のキャリアアップの仕組み・処遇改善のイメージ
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表 1 分野別リーダー研修の内容案 
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② 児童福祉司 
児童福祉司も、児童福祉司になるための養成校や講習会などが整備されている。

加えて平成２８年５月に成立した「児童福祉法等の一部を改正する法律」を通じて、
児童福祉司専用の研修が義務付けられるようになった。受講対象となる研修は厚生労
働大臣が定める基準に適合する研修等であり、児童福祉司研修は全部で３種類①児童
福祉司任用前講習会②児童福祉司任用後研修③児童福祉司スーパーバイザー研修であ
る（図 2）。 
児童福祉司では、研修の実施主体を都道府県・指定都市および児童相談所設置市

としているため、実施主体によって研修内容に差がないようにするためにも、各研修
対象に求められる専門性を①知識②技術③態度の視点から明確にしている。そしてこ
の専門性を身に着けられるようにカリキュラムが組まれている。（表 2,3,4,5,6）。 
 

 
 
 

図 2 児童福祉司に対する研修等について 
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表 2 児童福祉司任用前講習会の到達目標 
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表 3 児童福祉司任用後研修の到達目標 
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表 4 児童福祉司スーパーバイザーの到達目標
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表 5 児童福祉司等の義務化された研修のカリキュラム 

 
 
 

③ 放課後児童クラブ 
 放課後児童クラブも児童福祉司のように専門的な研修が義務化されることを見

据え、社会保障審議会児童部会放課後児童クラブの基準に関する専門委員会を平成２
５年に立ち上げ、放課後児童クラブに従事する者の研修体系を整理した。同委員会で
検討した研修は３段階構造となっており、①初任者研修（１～５年未満）②中堅者研
修（５年以上）③リーダー研修（事業責任者を含む）である。（図 3） 

放課後児童クラブの研修は、検討委員の柏女先生より提供のあった「保育士の
専門性の構造に関する概念図」のように、倫理があって知識が積み重なっていくよう
な体系になっている。（図 4）例えば個々の経験年数や保有資格など関わらず、従事者
として共通して備えるべき素質が提示されている。その上で各階層に対して何を求め
るのかということを、専門知識、学校・地域との連携、運営管理と職場倫理の観点で
整理している。（図 3） 
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図 3 「放課後児童クラブに従事する者の研修体系」の整理 

 
 

図 4 保育士の専門性の構造に関する概念図（柏女委員提供） 
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保育士や児童福祉司、放課後児童クラブ以外にも、質向上のひとつとして研修を体
系化する取り組みがある。参考までに発達支援に関連するキーワードを I群、研修体
系に関連するキーワードを II 群とし、I群と II 群を掛け合わせたキーワードを用いて
CiNii 検索を行った。その結果検出された先行研究数を以下に記す。（表 6） 
 
検索キーワード 

I 群「障害児」「療育」「発達支援」「保育士」「児童指導員」「放課後児童支援員」 
「児童福祉司」「理学療法士」「作業療法士」「言語聴覚士」「心理士」「看護師」 

II 群「研修」「研修体系」「質向上」「質の向上」「コンピテンシー」 
 

表 6 研修体系等に関連する先行研究数の一覧 

 

研修 研修体系 質向上 質の向上
コンピ
テンシー

障がい児 62 0 2 6 0 70
障害児 865 0 35 73 11 984
発達支援 143 1 6 16 8 174
療育 258 0 10 40 0 308
保育士 416 9 59 33 15 532
児童指導員 15 0 0 1 0 16
放課後児童支援員 3 0 0 3 0 6
児童福祉司 19 0 2 1 0 22
理学療法士 1391 3 63 264 31 1752
作業療法士 301 0 16 65 15 397
言語聴覚士 85 0 10 22 3 120
心理士 213 0 7 5 7 232
看護師 4317 1 418 380 277 5393

8088 14 628 909 367

I群

II群
合計

合計
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